
問

行
政
評
価
を
ど
う
思
う
か
。

市
長

２０
年
度
か
ら
行
政
評
価

を
実
施
し
、
事
業
の
選
択
や
規

模
な
ど
、
事
業
の
見
直
し
に
生

か
す
と
と
も
に
、
予
算
編
成
に

で
き
る
限
り
反
映
し
て
い
く
。

今
後
は
事
業
検
証
の
目
標
数
値

等
に
対
し
、
検
討
を
加
え
、
精

度
を
よ
り
高
め
て
い
く
。

問

仕
事
の
点
検
作
業
を
実
施

し
た
が
、
外
部
評
価
を
継
続
す

る
う
え
で
の
効
果
は
。

市
長

事
業
の
必
要
性
や
実
施

主
体
な
ど
、
今
後
の
事
業
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
よ
り
市
民
の

視
点
に
立
っ
た
厳
し
い
指
摘
な

ど
有
益
な
意
見
も
あ
り
、
大
変

意
味
あ
る
も
の
と
認
識
し
た
。

問

真
の
行
政
改
革
と
は
、
財

政
の
健
全
化
だ
け
で
終
わ
ら
な

い
。
市
民
に
有
効
な
事
業
の
投

入
が
で
き
た
か
ど
う
か
で
あ
る

と
思
う
。
ま
た
、
事
業
仕
分
け

は
、
継
続
し
て
い
く
と
こ
ろ
に

本
来
の
意
義
が
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

市
長

真
の
財
政
健
全
化
と
い

う
の
は
行
政
改
革
の
中
の
一
つ

の
分
野
だ
と
思
う
。
真
に
必
要

な
も
の
が
何
か
を
行
政
評
価
し
、

そ
れ
を
外
部
の
視
点
か
ら
見
て

い
た
だ
く
。
今
回
の
仕
事
の
点

検
作
業
で
、
例
え
ば
中
止
す
べ

き
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、

再
度
内
部
で
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
は
必

要
だ
と
思
う
が
、
こ
の
点
検
作

業
を
も
う
一
度
検
証
し
、
真
に

必
要
な
も
の
だ
と
す
れ
ば
継
続

的
に
行
い
、
実
施
規
模
等
を
十

分
見
極
め
な
が
ら
継
続
的
に
考

え
て
い
き
た
い
。

問

災
害
時
要
援
護
者
の
情
報

（
災
害
時
要
援
護
者
リ
ス
ト
）

を
防
災
関
係
部
局
は
把
握
し
て

い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長

要
援
護

者
個
々
の
避
難
支
援
プ
ラ
ン
で

あ
る
個
別
計
画
の
作
成
段
階
で

は
防
災
危
機
管
理
部
で
も
情
報

を
把
握
で
き
る
が
、
現
時
点
で

は
個
人
情
報
保
護
の
取
り
扱
い

の
関
係
か
ら
把
握
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
災
害
時
に
は
福
祉
部

局
が
保
有
し
て
い
る
情
報
を
活

用
で
き
る
よ
う
協
議
し
て
い
る
。

問

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
プ
ラ
ン
は
全
体
計
画
と
個
別

計
画
の
２
本
立
て
で
あ
る
。
本

市
の
要
援
護
者
は
概
算
で
３
万

５
０
０
０
人
と
な
る
が
い
つ
ま

で
に
個
別
計
画
を
作
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長

全
体
計

画
と
個
別
計
画
は
両
輪
で
あ
り

全
体
計
画
だ
け
で
は
災
害
者
の

支
援
は
で
き
な
い
。
個
別
計
画

の
策
定
に
は
、
複
数
の
支
援
者

を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
近
隣

住
民
、
地
域
で
の
サ
ポ
ー
ト
が

前
提
と
な
る
の
で
順
次
地
域
の

中
に
入
っ
て
話
し
合
い
を
進
め
、

で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
順
次
個
別

計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
。

問

想
定
さ
れ
る
要
援
護
者
の

利
用
把
握
お
よ
び
受
け
入
れ
の

環
境
整
備
の
進
ち
ょ
く
は
。

防
災
危
機
管
理
部
長

災
害
の

規
模
、
要
援
護
者
の
住
ま
い
、

身
体
状
況
や
必
要
と
す
る
支
援

内
容
等
の
状
況
が
あ
り
、
利
用

把
握
の
予
想
は
難
し
い
。ま
た
、

障
が
い
者
に
便
利
な
資
機
材
の

配
備
、
福
祉
避
難
所
や
民
間
福

祉
施
設
と
の
利
用
協
定
の
締
結

等
の
環
境
整
備
を
図
っ
て
き
た
。

問

緊
急
時
に
本
来
の
指
定
避

難
場
所
に
行
け
な
い
場
合
、
近

場
で
避
難
は
で
き
る
の
か
。
ま

た
避
難
協
力
で
き
る
事
業
所
等

と
の
協
定
の
推
進
は
。

防
災
危
機
管
理
部
長

最
寄
り

の
避
難
所
へ
の
一
時
避
難
は
問

題
な
い
が
、
安
否
確
認
を
行
う

場
合
も
あ
り
、
自
治
会
・
近
隣

に
事
前
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
協
定
施
設
は
増
え
て
お

り
、
さ
ら
に
協
議
し
て
い
く
。

問

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

へ
の
取
り
組
み
と
「
防
災
士
」

の
育
成
等
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

防
災
危
機
管
理
部
長

防
災
士

に
準
ず
る
「
地
域
防
災
リ
ー
ダ

ー
研
修
」、「
地
域
防
災
活
動
者

育
成
研
修
」
を
行
っ
て
き
て
い

る
。
災
害
時
に
活
動
で
き
る
人

を
よ
り
多
く
育
て
、
地
域
防
災

力
を
高
め
る
た
め
、
地
域
防
災

活
動
に
携
わ
る
方
々
を
育
成
し

て
き
た
。
今
後
も
、
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め
る
。

防
災
士
は
一
般
の
方
よ
り
技
術
、

知
識
が
優
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
方
々
を
、
本
市
の
地
域
防

災
の
向
上
の
た
め
に
い
か
に
活

用
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。

問

公
民
館
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
接
続
要
望
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
と
対
策
は
。

社
会
教
育
部
長

接
続
の
環
境

設
定
に
要
す
る
労
力
、
Ｐ
Ｃ
機

器
の
更
新
、
回
線
使
用
料
の
課

題
等
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
念

頭
に
使
用
基
準
の
ル
ー
ル
化
を

図
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
支
援
に

向
け
た
検
討
を
進
め
、２２
年
度
、

中
央
公
民
館
で
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
の
実
現
を
検
討
し
た
い
。

問

本
市
の
外
国
人
登
録
者
数

は
３
１
９
０
世
帯
、
４
８
１
５

人
で
国
籍
は
６９
か
国
に
も
の
ぼ

る
。
現
在
ス
ペ
イ
ン
語
と
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
に
よ
る
相
談
を
月
に

各
２
回
行
っ
て
い
る
が
、
月
２

回
で
は
書
類
の
申
請
な
ど
間
に

合
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
は

と
懸
念
す
る
。
相
談
窓
口
の
拡

充
を
望
む
が
見
解
を
伺
う
。

市
民
部
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
を
し
て
い
る
方
と
協
議
し
、

協
力
が
得
ら
れ
、
可
能
な
ら
ば

２２
年
度
よ
り
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
通
訳
者
を
毎
週
１

回
の
派
遣
、
新
た
に
中
国
語
通

訳
者
を
月
２
回
程
度
派
遣
で
き

な
い
か
と
い
う
方
向
で
進
め
て

い
き
た
い
。

問

現
在
「
平
塚
市
食
育
推
進

計
画
」
を
策
定
中
だ
が
、
こ
れ

ま
で
食
生
活
改
善
推
進
団
体
に

よ
る
食
育
活
動
と
し
て
市
内
中

学
校
で
「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

２１
事
業
」
を
推
進
し
て
い
る
。

こ
の
講
座
を
受
講
し
た
生
徒
は

「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し

て
認
定
さ
れ
る
と
い
う
が
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
、課
題
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

１５
年
度

か
ら
２０
年
度
ま
で
に
２
校
の
中

学
校
で
延
べ
１
２
５
８
人
の
生

徒
が
受
講
し
て
い
る
。
積
極
的

に
手
作
り
餃
子
を
楽
し
む
な
ど
、

皆
で
協
力
し
て
作
る
喜
び
を
感

じ
た
と
の
報
告
が
あ
る
。
今
後

の
課
題
は
、
中
学
校
の
協
力
を

得
て
本
事
業
を
多
く
の
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問

９
月
中
も
し
く
は
１０
月
に

第
一
波
の
ピ
ー
ク
が
来
る
と
の

予
測
や
新
学
期
に
入
り
集
団
感

染
が
広
が
る
の
で
は
等
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。「
平

塚
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
行
動
計
画
」
で
は
発
生
早
期

か
ら
ま
ん
延
期
ま
で
、
ほ
と
ん

ど
同
じ
対
策
と
な
っ
て
い
る
が

市
民
へ
の
社
会
活
動
の
自
粛
要

請
や
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
薬
の
接
種
体
制
、
ワ
ク
チ

ン
の
備
蓄
状
況
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

予
防
と

封
じ
込
め
に
つ
い
て
は
個
人
の

感
染
予
防
に
重
点
を
置
き
手
洗

い
・
う
が
い
の
励
行
な
ど
の
予

防
対
策
を
主
と
し
て
い
る
。
社

会
活
動
の
自
粛
要
請
に
つ
い
て

は
国
・
県
の
要
請
に
応
じ
て
市

の
対
応
を
決
定
し
動
き
が
あ
る

ご
と
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
や
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
は
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
国
や
県
で
備

蓄
を
進
め
て
お
り
、
接
種
体
制

等
は
国
で
検
討
さ
れ
る
。
今
後

も
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

問

乳
幼
児
が
ヒ
ブ
（
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）
に
よ
り
国

内
で
年
間
約
６
０
０
人
、
小
児

細
菌
性
髄
膜
炎
を
発
症
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
約
５
％
が
亡
く

な
り
４
人
に
１
人
が
後
遺
症
で

苦
し
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
予
防

す
る
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接

種
で
あ
り
、
最
多
４
回
で
は
約

３
万
円
と
高
額
な
た
め
経
済
力

な
ど
で
健
康
に
格
差
が
出
る
お

そ
れ
が
あ
る
。
予
防
接
種
の
助

成
を
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
を
含
め
た
任
意
の
予
防

接
種
へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
市

民
の
要
望
等
を
踏
ま
え
、
国
や

他
市
町
村
の
動
向
等
に
注
視
し

な
が
ら
十
分
研
究
し
て
い
く
。

問

世
界
で
は
９０
か
国
以
上
が

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を

義
務
付
け
て
お
り
、
国
内
で
は

任
意
接
種
だ
が
自
治
体
で
助
成

し
て
い
る
事
実
も
あ
る
。
子
育

て
支
援
と
は
子
供
の
命
を
守
る

こ
と
が
最
重
要
で
は
な
い
か
。

市
長

子
育
て
が
ど
れ
だ
け
重

要
か
と
い
う
の
は
全
国
民
が
等

し
く
思
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思

う
。
今
ま
で
本
市
が
行
っ
て
き

た
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
な

が
ら
、
国
が
何
を
示
し
、
県
が

ど
う
対
応
す
る
の
か
を
受
け
、

一
緒
に
考
え
な
が
ら
補
完
し
合

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

市
営
住
宅
の
管
理
に
、
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
。

業
務
の
一
つ
に
家
賃
滞
納
対
策

が
あ
る
。
管
理
者
の
滞
納
家
賃

の
回
収
責
任
は
ど
の
よ
う
に
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

家
賃

の
分
納
決
定
や
法
的
措
置
は
市

が
行
う
。
家
賃
回
収
の
責
任
は

指
定
管
理
者
に
は
な
い
。

問

滞
納
者
を
頻
繁
に
訪
問
す

る
と
い
う
が
、
居
住
者
へ
の
圧

力
に
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

他
の

入
居
者
と
の
公
平
性
等
を
踏
ま

え
る
と
、
滞
納
者
へ
の
一
定
の

働
き
か
け
は
必
要
で
あ
る
。

問

頻
繁
に
訪
問
す
れ
ば
、
双

方
が
感
情
的
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
市
は
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対

応
で
、
業
務
の
効
率
化
に
つ
な

が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

指
定

管
理
者
と
協
議
し
、
ト
ラ
ブ
ル

の
発
生
を
防
い
で
い
き
た
い
。

問

市
内
の
中
小
建
設
業
者
は

経
営
状
況
が
深
刻
で
あ
る
。
自

治
体
と
し
て
仕
事
の
確
保
策
が

重
要
だ
。
そ
こ
で
市
内
業
者
に

よ
る
耐
震
補
強
工
事
等
へ
の
助

成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

市
民

の
業
者
選
択
の
自
由
を
奪
う
た

め
、
こ
の
制
度
の
創
設
予
定
は

な
い
。

問

葉
山
町
で
は
、
３
年
間
の

期
間
限
定
で
制
度
を
つ
く
っ
た
。

限
定
で
も
市
内
業
者
に
仕
事
を

確
保
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

財
源

が
厳
し
い
た
め
、
難
し
い
。

問

現
在
木
造
住
宅
の
耐
震
化

を
２７
年
度
ま
で
に
９０
％
を
目
標

に
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
進

ん
で
い
な
い
。
こ
の
制
度
を
創

設
す
れ
ば
、
耐
震
化
も
進
み
、

業
者
の
仕
事
確
保
に
も
な
る
の

で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

自
治

会
の
回
覧
等
で
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
に

努
め
耐
震
化
を
進
め
た
い
。

問

小
規
模
工
事
等
随
意
契
約

適
格
者
登
録
制
度
は
１
件
の
請

負
金
額
が
１
３
０
万
円
未
満
の

も
の
を
、
市
内
の
小
規
模
工
事

登
録
業
者
に
発
注
す
る
も
の
だ

が
、
２０
年
度
の
実
績
は
。

総
務
部
長

登
録
業
者
数
は
４７

者
、
発
注
総
件
数
は
２
７
０
件

で
総
額
は
約
４
２
５
９
万
円
で

あ
る
。

問

入
札
登
録
ラ
ン
ク
Ａ
・
Ｂ

業
者
に
小
規
模
工
事
を
発
注
し

て
い
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

総
務
部
長

緊
急
修
繕
等
の
工

事
で
利
用
す
る
場
合
は
あ
る
。

問

小
規
模
業
者
の
仕
事
確
保

と
制
度
本
来
の
目
的
か
ら
、
各

課
へ
の
指
導
を
求
め
る
。

総
務
部
長

文
書
等
で
の
周
知

や
工
事
主
管
課
長
会
議
の
場

で
、
指
導
し
て
い
き
た
い
。

問

小
学
生
が
放
課
後
を
過
ご

す
民
間
借
家
の
学
童
保
育
は
、

耐
震
性
に
不
安
が
あ
る
。
市
が

実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
無
償

で
の
診
断
を
求
め
る
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
が
、
補
助
制

度
の
対
象
外
で
あ
り
、
貸
主
の

負
担
で
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

問

貸
主
に
診
断
の
要
求
は
し

づ
ら
い
。
ま
た
８
万
円
の
診
断

費
の
負
担
は
困
難
で
あ
る
た

め
、
柔
軟
な
対
応
を
求
め
る
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

今
後
、

助
成
の
必
要
性
等
を
関
係
者
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

永
田

美
典
議
員

平
塚
市
総
合
計
画
平
成

２２
年
度
版
実
施
計
画
事

業
（
案
）
を
聞
く

災
害
支
援
個
別
プ
ラ
ン

の
早
期
策
定
を
急
げ

公
民
館
の
Ｉ
Ｔ
環
境

充
実
に

つ

い

て

伊
東

尚
美
議
員

外
国
籍
市
民
へ
の
支
援

食
育
推
進
運
動
の
展
開

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

へ

の

対

応

は

渡
辺

敏
光
議
員

平
塚
市
営
住
宅
条
例

改
正
に
つ
い
て
聞
く

地
元
中
小
業
者
の
仕
事

新
助
成
制
度
創
設
を

乳
幼
児
の
予
防
接
種
に

助
成
を

小
規
模
工
事
業
者
へ
の

随
意
契
約
制
度
を
聞
く

学
童
保
育
の
耐
震
診
断

第 ��� 号

公

明

ひ

ら

つ

か

ひらつか議会だより

日

本

共

産

党

平
塚
市
議
会
議
員
団

（�）平成��年（２００９年）��月��日
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